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研究成果の概要（和文）：　アメリカ合衆国と中国(台湾)での面接調査データ分析の結果、日本からアメリカに
移住した日本人、日系人の約半数は日本の家族に老親介護を任せ、国際移動は日本から距離をとる機会と認知さ
れ、8次元のウエルネスを肯定的に強化した。一方、老親の国際介護に従事した日本人、日系人は、責任感、ワ
ーク・ライフ・バランス、経済的負担、子や配偶者の家族関係に困難を経験し、8次元のウエルネスに否定的に
寄与した。
 一方、日本から中国 (台湾)に移住した日本人、日系人に国際移動は伝統的な家族規範により、中国 (台湾)の
義父母と日本の老親のダブル介護への圧迫感として認知された。国際移動は8次元のウエルネスに否定的に関連
した。

研究成果の概要（英文）：As a result of the semi-structured interview data analyses in the United 
States and China (Taiwan), international migration to the U.S. gave some Japanese Americans 
opportunities to take great physical and psychological distances from caregiving for Japanese older 
parents. They embraced 8 dimensions of wellness, based on individualism. However, other Japanese 
Americans felt filial responsibility, and difficulties in work family balance, financial costs, and 
family relationships between children, spouses, and the adults.
      On the other hand, international migration to China (Taiwan) was considered as pressure on 
Japanese Chinese (Japanese Taiwanese) at doubled caregiving for parents-in-law in China (Taiwan) and
 Japanese older parents due to traditional family norms. International migration to China (Taiwan) 
also negatively related to 8 dimensions of wellness. In fact, Japanese Chinese (Taiwanese) 
experienced serious family conflicts under political uncertainty. 

研究分野： 生涯発達心理学、文化心理学、臨床心理学、公衆衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は研究代表者が客員研究員、特別研究員、客員専門研究員を拝命したカリフォルニア大学バークレー校
で、同大学の教授陣を海外共同研究者として迎えた、国際長寿社会で顕著な創造性を有する文理融合国際研究で
ある。国際的に活躍する日本人の増加に伴い、海外へ移住した家族（子－成人－老親）には文化アイデンティテ
ィや社会文化的文脈が世代間支援と関わるが、日本ではこうした家族研究は開発途上であり、本研究の学術的独
自性が顕著である。また、アメリカ合衆国ではウエルネスが有用な多次元的概念とされてきたが、日本の実証的
研究は未開拓である。以上のことから、本研究成果の高度な国際的、社会的、学術的意義が認められる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景   

国際社会で家族のダイバーシティ（多様性）が加速するなかで、家族の世代間支援は国境を越
えて行われる。本研究は少子化、労働力の減少、超高齢化といった人口構造の変容や、ダイバー
シティ（多様性）の加速化という国際的な人口変化の特徴を反映するアメリカ合衆国、中国及び、
日本に焦点をあてる。家族の世代間支援（子―成人―老親）は生涯発達に伴って推移し、子ども
と成人期の親の関係では子の成長につれ、成人の親からの身体的サポート、情報的サポート、経
済的サポート、心理的サポートが減少し、子から成人の親に対する身体的サポート、情報的サポ
ート、経済的サポート、心理的サポートは増加する。一方で、成人と老親の関係では老親の加齢
によって、成人から老親への身体的サポート、情報的サポート、経済的サポート、心理的サポー
トが増加する。成人と老親間の世代間支援は、特に老親が介護を必要とする際には特段のシフト
が発生する。 

さらに、家族が他国へ移住する場合、文化、言語、教育制度、保健医療政策等の相違に直面す
るため、家族の世代間支援のウエルネスが変容する。Hoshino, Tseng, Hikoyeda, & Gallagher-

Thompson (2017a)は、中国、日本、ペルーからアメリカ合衆国へ移住した成人に半構造化面接
を実施し、文化アイデンティティと世代間関係（子－成人－老親）について尋ねた。成人は、ア
メリカ合衆国で生まれた子どもとの間で、文化アイデンティティの顕著な相違により葛藤を生
じやすく、また日本在住の老親との間でも文化アイデンティティの相違が拡大して、世代間支援
に変容が発生することを解明した。Hoshino, Tseng, Hikoyeda, & Gallagher-Thompson (2017b)

は、特に老親に介護が必要になった場合に、子－成人－老親で家族の世代間支援に意思決定が求
められ、老親が成人に期待する介護に対して、成人がどのように対応し、かつ子どもとの世代間
支援と調整するかが問われる分岐点となることを明らかにした。老親の介護に海外在住の成人
が応じる際には、(1)母国の老親の介護に通う場合（国際遠距離介護）、(2)母国から老親を成人の
移住した国へ呼び寄せて介護を行う場合（海外呼び寄せ介護）が発生する。一方で、海外への移
住によって、老親の介護には心理的、経済的サポートのみを提供し、母国在住の他のきょうだい
に身体的、情報的サポートを依頼する成人も見られる。合わせて、国による世代間支援をめぐる
社会文化的文脈(個人主義と集団主義、生涯発達観、高齢者に対する態度、介護イメージ等)が、
家族の世代間支援の意思決定に影響すると言える。このように、海外へ移住した家族には各世代
（子ども－成人－老親）の文化アイデンティティの発達や社会文化的文脈が世代間支援と関わ
るが、日本では国境を越える家族の世代間支援とウエルネスの関連についての研究は開発途上
である。 

ウエルネスとは、WHO の健康の定義「単に疾患でないだけでなく、身体的、精神的、社会的
に健康である状態」を越えて、広範囲な次元で構成される健康観(WHO, 2015)である。ウエルネ
スとは、健康とウェルビーイングを目指す意識開発と意思決定の積極的な過程であり、人間的成
長と変化のダイナミックなプロセスと定義される(SHCS, 2015)。アメリカ精神保健省はウエル
ネス・イニシアティヴを展開しており、ウエルネスの 8 次元 (Swarbrick, 2006)の学習を通して
ウエルネス推進のため、いかに日常生活で選択するかを支援している(SAMHSA, 2015)。ウエル
ネスの 8 次元は、情緒的、経済的、環境的、社会的、知的、スピリチュアル、身体的、職業的で
あり(Figure1: Swarbrick, 2006)、個人を総合的に理解する有用な概念であるが、わが国におけ
る実証的研究は未開拓であり、喫緊の課題であると言える。 

 

２．研究の目的 

本研究は、まず第 1 に、アメリカ合衆国へ移住した日本人、日系アメリカ人に、アメリカ合衆
国で半構造化面接を実施し、面接データの内容分析から家族の世代間支援(子－成人－老親)と
ウエルネスの関連や、国際移動と世代間支援、ウエルネスの相互作用を検討する。第 2 に、中国 
(台湾)へ移住した日本人、日系中国人（日系台湾人）に対して、中国 (台湾)で半構造化面接調
査を行い、面接データの質的分析からを検討する。第 3 に、アメリカ合衆国に移住した日本人、
日系アメリカ人と中国(台湾)に移住した日本人、日系中国人(日系台湾人)について、家族の世代
間支援(子－成人－老親)とウエルネスの共通性と差異性を解明する。第 4 に、子－成人－老親関
係の世代間支援とウエルネスの関連を解明するとともに、国際移動と世代間支援やウエルネス
との相互作用を検討する。第 5 に、国際介護の課題を改善し、国際介護者のウエルネスを変容す
るための政策的示唆 (policy implications)を提言する。 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究では、半構造化面接の面接項目からなる面接シートとデモグラフィック変数を聞く
質問紙の英語版と日本語版を作成し、最初に大学の研究倫理審査委員会で、研究計画について研
究倫理の審査を受け承認を得た。 
 
(2) アメリカ合衆国へ移住した日本人、日系アメリカ人に、アメリカ合衆国で半構造化面接を実
施した。また、中国 (台湾)へ移住した日本人、日系中国人（日系台湾人）に対して、中国 (台
湾)で半構造化面接を行った。面接協力者の募集は、各国の日本人、日系人支援国際交流機関、



日本人、日系人支援 NPO/NGO、日本人、日系人シニア・サービス・センター等の代表に研究協力
を依頼し、同意が得られた機関で面接協力者を募集した。面接は面接協力者の自宅等を訪問して
実施し、訪問面接が困難な場合には大学の面接室等の個人情報が保護される環境で行った。 
 
(3) 各年度にカリフォルニア大学バークレー校から海外研究協力者を日本へ招き、研究成果公
開の国際シンポジウムを主催したり、オンラインで国際シンポジウムを企画、運営した(COVID-
19 により中止した 2020 年度を除く)。 
 
(4) データ分析と国際シンポジウムでの討論により多次元的に検討した考察を基盤にして、本
研究に顕著に貢献されたカリフォルニア大学バークレー校の教授陣や国立台湾大学の教授等の
論文も合わせて、国際誌上で英語の特集号を出版した。 
 
４．研究成果 
(1) データ分析の結果、日本からアメリカ合衆国に移住した日本人、日系アメリカ人の約半数は
日本在住の家族に老親介護を任せ、国際移動は日本の老親への介護から物理的距離や心理的距
離をとる機会と認知された。一方、日本の老親の国際介護のために定期的に帰国していた日本人、
日系アメリカ人は、老親介護の責任感及び、ワーク・ライフ・バランス、経済的コスト、子ども
や配偶者との家族関係に困難を経験していた。 
 
(2) 日本在住の家族に老親介護を任せ、日本の老親介護から物理的距離や心理的距離を置いて
いた日本人や日系アメリカ人は、アメカ合衆国への移住は個人主義を基盤にして、伝統的な家族
主義からの解放と認識することから、8 次元のウエルネス（情緒的、環境的、知的、身体的、職
業的、社会的、経済的、スピリチュアルの各ウエルネス）を肯定的に強化していた。しかし、日
本の老親の国際介護のために定期的に帰国していた日本人にとっては、国際介護は 8 次元のウ
エルネス（情緒的、環境的、知的、身体的、職業的、社会的、経済的、スピリチュアルの各ウエ
ルネス）に否定的に寄与していた。 
 
(3) 一方、日本から中国 (台湾)に移住した日本人、日系台湾人にとって、国際移動は伝統的な
家族規範により、中国 (台湾)の義父母と日本の老親のダブル介護へのプレッシャーとして認知
されていた。 
 
(4) 国際移動は、中国 (台湾)への移住した日本人、日系中国人 (日系台湾人)の 8 次元のウエ
ルネスに否定的に関連しており、政治的不安定という社会文化的文脈のなかで、子ども―配偶者
―義父母の間で深刻な家族葛藤を経験していた。 
 
(5) 上記のデータ分析を総合して、国際介護の課題解決と国際介護者のウエルネスの改善のた
めの政策的示唆 (policy implications)を提言する。(1) 国際介護を支える支持的な社会政策
と労働政策の必要性。(2) 保健医療政策の改革。(3)国際介護のためのビザの必要性。(4)国際介
護専門職のダーバーシティ(多様性)の拡充。(5) 国際介護のため移住した国での老親への医療
保険の必要性。(6)自然科学、社会科学、人文科学が協働する、国際介護のための Artificial 
Intelligence (AI)とロボット開発の発展。 
 
(6) 世界各国が新型コロナウイルス政策や渡航禁止・渡航制限等を発令するなかで、国際介護は
顕著な影響を受けた。そのため、新型コロナウイルス後のニューノーマルの時代における国際介
護に関する政策的示唆 (policy implications)も合わせて提言する。(1) 国際介護の移行(イン
フォーマル介護からフォーマル介護)。(2) Zoom 等の ICT (information and communication 
technology)利用の発展, (3) 国際介護専門職の不足。 (4)健康格差と不平等の強化。(5) マイ
ノリティの経済的格差の拡大。(6) アジア人やアジア系アメリカ人への差別の増加。 
 
(7) 本研究は、研究代表者が客員研究員、特別研究員、客員専門研究員を拝命したカリフォルニ
ア大学バークレー校で、社会福祉学部の Andrew E. Scharlach 教授、公衆衛生学部の Winston 
Tseng 教授(医療社会学)を海外共同研究者として迎え、自然科学と社会科学が協働するトランス
レーショナル・リサーチであり、国際長寿社会で顕著な創造性を有する学際的国際共同研究であ
る。 
 
(8) グローバルに国際社会で活躍する日本人の増加に伴って、海外へ移住した家族には三世代
間関係（子ども－成人－老親）で、文化アイデンティティの発達や社会文化的文脈が世代間支援
と関わるが、わが国では国境を越える家族の世代間支援とウエルネスの関連についての研究は
開発途上であり、本研究の学術的独自性が顕著であると言える。また、アメリカ合衆国ではウエ
ルネスが健康を越える概念とされ、教育や保健医療等で推進されてきたが、日本では課題山積で
ある。ウエルネスは、8 次元 (情緒的、経済的、環境的、社会的、知的、スピリチュアル、身体
的、職業的ウエルネス)から構成されると定義され(Swarbrick, 2006)、個人を総合的に理解する
有用な概念であるが、わが国における実証的研究は未開拓であり、喫緊の課題である。以上のこ



とから、本研究成果の高度な国際的、社会的、学術的意義が認められる。 
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